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腰痛は最も多い身体障害の一つであり, その病態理解は生活の質の改善や医療
コストを減少させるために重要とされる . 近年腰痛の評価方法としては
Oswestry Disability Index (ODI)や Japanese Orthopaedic Association Back Pain 
Questionnaire (JOABPEQ)などの患者立脚型アウトカムが主に用いられている
が, これらは主観的評価であるため実際に腰痛が患者の社会生活にどのように
影響を与えているかについては, よく分かっていない. 本研究の目的は患者が
装用することにより日中活動量を収集、解析可能なウェアラブル端末を用いて, 
腰痛患者の活動量と患者立脚型アウトカムとの関連ならびに患者因子の活動量
への影響を客観的に評価することである. 
本研究では 3か月以上続く腰痛患者を対象とした. 患者に腕時計型加速度計を 1
週間装着し, 日中活動量を測定した．得られたデータから専用ソフトを用いて単
位時間あたりに何回動いたか（活動数）, 単位時間あたりに動いた大きさ（活動
量）を算出した. 
腰痛およびその病態評価を行うため, 患者立脚型アウトカムとして先の ODI や
JOABPEQ に 加 え , Visual analog scale (VAS), Roland-Morris Disability 
Questionnaire (RDQ)を調査し, 活動数, 活動量との関連の有無を評価した. さ
らに腰痛患者の活動量に影響する因子を調査するため, 年齢, 性別, 患者立脚型
アウトカム, 体組成データと活動数, 活動量との関連を評価した. 
その結果, 腰痛患者とその活動レベルにおいて, 活動数と患者立脚型アウトカ
ムに相関はみとめなかった. 一方活動量においては RDQ や ODI とは相関をみ
とめなかったものの腰痛 VAS および JOABPEQ の一部の項目と相関をみとめ
た. 
腰痛患者の活動への影響する因子に関しては, 活動数は男性であると減少し, 
四肢筋量が高いと増加する傾向がみられた. また活動量においては活動数と同
様の傾向に加え, 強い腰痛では活動量が減少する傾向がみられた. 
本研究ではウェアラブル端末を用いて客観的に腰痛患者の日常活動を評価した.
その結果一部の患者立脚型アウトカムと活動量は相関するものの, ほとんどの
アンケート結果と身体活動には乖離がみられていた. これは多くのアンケート
は腰痛による活動の質を表しているため, 客観的に評価した活動量とは異なる
結果となったと考えられる. このことから腰痛患者の病態評価において患者立
脚型アウトカムとウェアラブル端末の併用により, より正確な Quality of life
（QOL）の評価が可能となることが示唆された. 
また本研究では腰痛患者の活動は腰痛及び体組成に影響を受けていた. このこ
とは腰痛と同様, 筋肉の減少や体重の増加に伴い活動量が減少することを示唆
する. 本研究をふまえ, ウェアラブル端末は今後患者の治療前後における QOL
変化を評価できることが示唆された. 特に手術や投薬による活動量の変化を評
価することにより, 治療効果や病態の把握など, 今後の治療に大いに役立つ可
能性がある.  
